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背景 震災後の⼦どもの状況

岩⼿沿岸でトラウマ反応のある⼩中⾼⽣
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公的な調査でも、ケアの必要な⼦どもが多い結果

岩⼿沿岸12市町村で要サポートの⼩中⾼⽣

2,691⼈
約８⼈に１⼈の割合（13.1％）

※＝出典
岩⼿県教育委員会 令和元年度
「⼼とからだの健康観察」の
集計結果

優先的に教育相談をしてほしい児童
⽣徒（要サポート）の⼈数。要サ
ポート=4種類のトラウマ反応項⽬の
うち、1項⽬でも該当する児童⽣徒

※

• 沿岸は不登校の割合が⾼い

• ⾃⼰有⽤感の低下を実感
（学校現場の声）

• 沿岸でDV相談件数の増加
（親のストレスの増加）

• 専⾨家の間ではケアの⻑期化を予想



背景 震災後の
⼦どもの状況

いわて
こどもケアセンター

• 新規受診は
数ヶ⽉待ち

• 治療の⻑期化

• 時間を経て不調を
訴える例も

息の⻑い⽀援体制が
求められる



背景 震災後に⽣まれた
⼦どもケアも必要

発達課題
→標準を上回る数

•認知機能の発達の
遅れの疑い
【4⼈に1⼈】

•じっとしてられない等
の問題⾏動
【約2割】

⺟親の不安が影響





⾺の⼒で⼦ども達を元気に︕



築95年の古⺠家（⾺と⼈が共に暮らす）





⾺の暮らし

なぜ⾺︖(1)
アニマルセラピーの王様

からだ

こころ脳･感覚

⾺の背中の揺れ、歩く練習に

脳を育てる
様々な感覚刺激

⾃⼰有⽤感や
主体性を育む



なぜ⾺︖(2)
地域の⽂化を活かす
地域と⾺との親和性

「⾺がいると懐かしい」という感覚

元々、⾺と共に暮らし、働いていた



なぜ⾺︖(3) これからの在り⽅を⽰す

• ⾺の暮らし、⽣態
• ⼀期⼀会（⾺は、誰とでも平等に接する）

• KY（空気 読める＝⾮⾔語コミュニケーション）

• マインドフルネス（⾺は、過去を引きずらない）

• 固定化しないリーダー（その時に必要な⾺がリーダーになる）

• 多様性を認める（様々な個性が群れに存在する）

• 今後、求められる組織・社会を⾺から学べる
⽝型 → ⾺型 へ（ピラミッド型 → ティール型 へ）



組織の課題

1. 商品・コンテンツの開発
– ⾺、古⺠家を活かした新たなサービス

– 地域資源の活⽤（耕作放棄地、世界遺産、郷⼟料理…）

2. エビデンスの獲得
– ホースセラピーの効果（分かりやすく。数値で）

3. 認知、理解の促進
– プロモーション、広報戦略の⽴案

– ⽀援者の獲得（ボランティア、寄付者など）



新規事業「⾺×パン×絵本」のイメージ（来年度から着⼿）



新規事業のアイデア



連携ポイント

プロボノ募集︕
• 企画、戦略策定
• 広報、マーケティング
• 商品開発
• 営業マニュアル・ツール作成
• 写真、動画制作など

団体が提供
• メンタル ヘルス 向上
• ワーケーション

（ワーク × ロケーション）
• 様々な社会課題



⾺と共に、誰もが幸せに暮らせる地域を⽬指します︕


